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第 49号 平成 27年 8月 28日

『協働通信』は、「那覇市協働によるまちづくり推進協議会 ～なはおせっかいワク

ワク隊～ 」の行う事業の一環として、毎月発行しています。

協 l動 太使のみなさま、大変お待たせいた しま した (ハ ▽
^)//

昨年度、普及啓発事業の一つと して作成 した『協 l動 大使バ ッジ』の配布

準備が整いま したので、大使の皆さまにお知 らせいた します。

このバ ッジは、協 l動 大使のレ
白
し
さまに着用 していただき、「 協 l動 大使」や

「協 l動 によるまちづ くり」について、地域の方や市内外の方 に広 くお伝 え

していただ くことを目的と し、 これまで以上に那覇市協 l動 太使 と して地収で ご活躍 していた

だきなが ら、さ らなる「協 l動 によるまちづ くり」の広が りを期待 して作成 しま した。ぜひ ご

活用下さ い。
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*バ ッジヘ込めた想い *

〇協 l動 大使としての “誇 り"を感 じて欲 しい

〇協働によるまろづくりの “PR"と して活用 して欲 しい

0バ ッジをとおして、協 l動 大使がもつと “つながり "、 “輔を広げて"欲
しい

*大使の皆さんへのお願い *
〇 いつで もどこで も、協 l動 大使 バ ッジを 1

0「協 l動 つて ?」 と間か れた ら、“協 l動 大使 "の ことや みなさ んの活動

“協 l動 によるまちづくり"の こ とをた くさんの 人に伝 えて ください。

○バ ッジを着 けている協 l動 大使 を見か けたら、 声 をか けま しょう ♪

バ ッジの受け取 りについて

協 l動 太使証 を持参の上、当協議会事務局 にてお受け取 りくださ い。

■受取場所 :那 覇市全名苅 2-3-1 なは市民協 l動 プラザ 3階  協議会事務局

■ ,, 時間 :月 ～金 8程 日 10:OO～ 16iOOま で

※来所 される場合は、事前にご連絡願い ます。

また、来所受取 りが難 しい方 は、事務局まで お電話にて ご相談 くださ い

協 議 会 事 務 局 TEL/FAX:955-2282
(番 号 お間違 えのな いよ うん願 い いた します )

『協働大使バ ッジ』を配布します !
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第 49号 平成 27年 3月 28日

「もっと見たい !」 というご要望にお応えして(^^)/ 笑顔いろしヽろ貯O→

"Ⅲ

ね吉と那覇市命子ど七章浦事業
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前月でもお伝えしました「いわき市と那覇市の子ども交流事業」は、いわさ市西郷子

どもじゃんがらの子どもたち 18侶 に、その親御さんと関係者 18橿 、計 36福 の皆さ

んをお迎えして、小禄地区自治会連合会との共催で実施 しました。◆回は企業・ 団体・

個人の皆様から 200万 円余のご汚志をいただき、円滑に運営することができました。ま

た、多くの市民の皆さんが関わり、参加 した子どもたらはもろろん、大人の皆さんも一

緒に笑顔あらヽれる交流ができました。◆号で |よ その様子を皆さんにご紹介いたします。
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琴ピつの罫のん泡く会開催 y

8月 9日 (日 )午前 10時より、なは市民協 l動 プラ

ザ 21.白
ヒ会議室にて、子ども分野専門部会主催によるゆ

んたく会を開催 しま した。テーマは「子どもの笑顔が

輝くまちづくり ～◆、私にできること・・・ つな

がることの大切さ !～」。南風原田Jの 大宜見洋文さん

と曇目崇 (ひ きめ たか し)さ んをゲス トにお迎えし

て、地域と関わるきつかけダ〕`ら現在に至るまでの子ど

もを支援する渚勃などをお話いただきま した。人とつ

ながる、つなげるためには、や lよ り積極的に地頭の中

に入つていくことは大事。そこに思いを共有する仲間

ができたり、一人ではできなかったことができたり、

継続 した活動へと繋がつていく。南風

原町の大宜見さんと、那覇市繁多川を

拠点に渚動 していた墓目さんの出会

いもそんなところにありま した。後半

は、誕生月でグループに分かれて簡単

なワークショップを しながら、子ども

を取 り巻 く環境や気づきな どをゆん

たくしました。少人数で したが、改め

て「子ども」について者え、互いの思

いを共有する場になりました。

*** 次回のチども分野専門部会 ***

9同 24日 (本 ),5時～ 協働
=ラ

∵ 3階会議室

ゆんたく会第 2弾 を検討など。是非ご参加ください (^O●

I連絡先】刊『爾市協働にかる書ぢづく
'I推

進協議会 事務局   TEL/FAX 955-2232
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環境分野専門部会ねlら古知らせ
9月 15日・ 29日 真不[l志 小学校での環境出前講座は、真不□志小学校近隣の地

頭の皆さんや協l動 大使の皆さんと一緒に取り組みたいと思います。講座の当
日参加も大歓迎です !地域の子どもたちの笑顔を見てみませんズ〕`(△

△
)/

☆☆☆ 次回の環境分野専門部会 ☆☆☆

9同
'2日

(土 ),4時～ 真和志小学検 コミュニ〒ィfb―ム

講座 、部会 に参加 ご希望 の方 は 日程等の 詳細を お知 らせ いた しますので、

事務局 まで お間 い合わ せくだ さい。

TEL 955-2282(事 務 局 :上原 )
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